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１．件 名 
   伊方発電所 モニタリングステーションじんあいモニタの不具合について 
 

２．事象発生の日時 

   平成２１年９月１８日１４時３８分 

 

３．事象発生の設備 

伊方発電所 モニタリングステーション じんあいモニタ 

 

４．事象発生時の運転状況 

   １号機 通常運転中（電気出力５６５ＭＷ） 

   ２号機 通常運転中（電気出力５６５ＭＷ） 

   ３号機 通常運転中（電気出力９１１ＭＷ） 

 

５．事象発生の状況 

通常運転中の伊方発電所１，２号機中央制御室の野外モニタ盤において、「ステ

ーション＊１（じんあい、よう素）故障」の信号が発信した。 

保修員がモニタリングステーションにおいて点検を実施したところ、モニタリン

グステーション現地盤に「じんあいモニタ＊２故障」、モニタリングステーション

じんあいモニタ（以下、「ＭＳじんあいモニタ」という。）の連続ろ紙式ダストサ

ンプラ本体に「圧力異常」信号が発信していた。 

連続ろ紙式ダストサンプラの集塵部内部を確認したところ、ろ紙送り用の駆動ロー

ラ（以下、「ろ紙駆動ローラ」という。）の軸折損により、ろ紙送りが正常にできなく

なっていることを確認した。これが原因で、ろ紙がサンプル空気（じんあい）で目詰

まりを起こし、試料採取ポンプ入口圧力が低下して、「圧力異常」の信号が発信したも

のと推定された。 

このため、ろ紙駆動ローラの軸を新品に取り替えし、１０月１日１０時００分、健

全性を確認して、通常状態に復旧した。 

なお、復旧までの間、可搬型ダストサンプラおよびゲルマニウム半導体核種分析装

置による代替サンプリング測定を実施し、異常のないことを確認している。 

本事象によるプラントへの影響および周辺環境への放射能の影響はなかった。 
（添付資料－１） 

 

＊１ モニタリングステーション 

伊方発電所周辺監視区域境界付近の１箇所に設置しており、設置場所周

辺の線量率および空気中の粒子状放射性物質濃度（じんあい濃度）を測定

している。また、事故時等における放射性よう素濃度の測定も行える。 

＊２ じんあいモニタ 

モニタリングステーション付近の空気中の粒子状物質（じんあい）をサン

プリングし、粒子状放射性物質濃度（じんあい濃度）を測定するための装置。 
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６．事象の時系列 

  ９月１８日 

１４時３８分 野外モニタ盤に「ステーション（じんあい、よう素）故障」信号

発信 
１５時２０分 ＭＳじんあいモニタ 点検・調査開始 
１６時１７分 可搬型ダストサンプラによりモニタリングステーション付近のじ

んあいサンプリング開始 
１７時４７分 ろ紙駆動ローラ軸折損確認 
 

  ９月２９日    ろ紙駆動ローラの新軸入荷・取り替え 
  ９月３０日    調整・ろ紙送り速度確認試験・連続運転開始 
１０月 １日 

１０時００分 ＭＳじんあいモニタの健全性を確認し、通常状態に復旧 
 
  ９月１８日～１０月１日 
    可搬型ダストサンプラおよびゲルマニウム半導体核種分析装置による代替サンプ

リング測定 
 
 
７．調査結果 

（１）現地調査結果 
ａ．事象発生時の状況調査 
（ａ）野外モニタ盤に「ステーション（じんあい、よう素）故障」信号が発信して

いることを確認した。 
このため、関連する表示や記録計を確認したところ、以下の状態が確認され

た。 
 

（１，２号機中央制御室 野外モニタ盤） 
・ 「ステーション（じんあい、よう素）故障」信号発信 
・ 表示器「じんあい故障」ランプ点灯 
・ 低レンジ線量率および高レンジ線量率の指示、記録値は正常 

（緊急時対策所 環境モニタリング盤） 
・ 「ステーション（じんあい、よう素）故障」信号発信 
・ 表示器「じんあい故障」ランプ点灯 
・ 低レンジ線量率および高レンジ線量率の指示、記録値は正常。 

（モニタリングステーション現地盤） 
・ 「じんあいモニタ故障」信号発信 
・ 連続ろ紙式ダストサンプラ「圧力異常」信号発信 
 

（添付資料－１） 
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（ｂ）再現性を確認するため、試料吸引ポンプを再起動したところ、試料吸引ポン

プ入口圧力指示が通常時より低い＊３ことを確認した。 

 

＊３ 通常時 ：約－19kPa 
再起動時：約－53kPa（吸引ポンプトリップ設定：－57kPa） 

 

ｂ．連続ろ紙式ダストサンプラ集塵部点検 

（ａ）高速ろ紙送り機能＊４を使用してろ紙送りを実施した結果、ろ紙送りがで

きないことを確認した。 

（ｂ）集塵部内部の目視点検において、ろ紙駆動ローラの軸が折損していること

を確認した。 

（ｃ）試料採取後のろ紙の状態を目視点検した結果、通常のサンプリング時（ろ

紙へのじんあい付着状態）より、じんあいが濃く付着していることを確認し

た。 

 

＊４ 通常のろ紙送り速度25mm/h に対し、130mm/hで早送りで

きる機能 

 

（添付資料－２） 

 

（２）折損したろ紙駆動ローラ軸および上部ベアリングの調査 
ａ．分解目視点検結果 

ろ紙駆動ローラを分解し目視点検を行った結果、以下の状況を確認した。 
（ａ）折損箇所は、軸の最も細いキー溝部であった。 
（ｂ）上部ベアリングが破損していることを確認した。 
（ｃ）下部ベアリングについては、回転に支障は無かったが、若干のグリス漏れ

を確認した。 
（ｄ）その他の部位については目視確認で異常は認められなかった。 

 
（添付資料－２） 

 
ｂ．上部ベアリングの調査 
（ａ）上部ベアリングの破損状態を確認したところ、内部に充填されているグリ

スは抜けており、転動体（ボール）の一部に割れと転動体（ボール）を保持

する保持器が変形した状態であった。 
本ベアリングは、使用中のグリス補給が不要な密閉型のベアリングである

が、サンプルガスである屋外空気中の水分やじんあい等の影響により、密閉

部分が経年的に劣化し、グリスが抜けたものと推定される。 
 

（添付資料－２） 
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（ｂ）上部ベアリングの定格寿命＊５は１００万回転であるが、これまでの上部ベ

アリングの総回転数は推定で約３万回転＊６であり、寿命による劣化ではない

ことを確認した。 
 

＊５ 一群の同じ軸受（ベアリング）を同じ条件で個々に運転したと

き、そのうちの９０％の軸受（ベアリング）が転がり疲れによ

る損傷を起こさずに回転できる総回転数 
＊６ 回転速度（１回転／4.8時間）と使用時間（約14年）および点

検時の高速ろ紙送りを考慮して推定した回転数 
  （24(h)／4.8(rph)×365(d/y)×14(y)＝25,550 ＋ α≒30,000 

 
ｃ．他のベアリングの確認 
  ろ紙駆動ローラ以外で使用しているベアリング（５箇所計１０個）について、

外観目視点検および回転状態の確認を実施し、異常のないことを確認した。 
 

（３）ろ紙駆動ローラ軸およびベアリングの取り替え 

ろ紙駆動ローラ軸およびベアリング（上部・下部）を取り替え後、ろ紙送り速

度確認試験＊７を実施し、正常に動作することを確認した。 

 

＊７ ろ紙が25mm/hで送られることを確認する試験。 

 
（４）保守状況の調査 

ＭＳじんあいモニタの保守は、１サイクルに１回＊８の頻度で点検しており、至近

では平成２１年１月に点検を実施していた。 
このときの点検では、ろ紙送り速度確認試験においてろ紙送り状態を確認してお

り、点検結果は正常であった。 
なお、ベアリングの回転状況の確認は、H8 年度の設置以降実施していなかった。 

 

＊８ １号機の総合負荷性能検査から次回総合負荷性能検査までの

期間に１回実施。 
 

 

８．推定原因 

ろ紙駆動ローラの上部ベアリングが、サンプルガスである屋外空気中の水分等によ

る経年劣化でグリス抜けを起こし、ろ紙駆動ローラ軸上部が固着したことによって、

軸下部からの回転力によりねじれ応力がかかり、軸の中でも最も細くキー溝がある箇

所に応力が集中し、軸が延性破壊（折損）したものと推定される。 

これにより、ろ紙送りが正常にできなくなり、ろ紙がサンプル空気（じんあい）で

目詰まりを起こし、試料採取ポンプ入口圧力が低下し、連続ろ紙式ダストサンプラに

「圧力異常」の信号が発信したものと推定される。 



- 5 -  

９．対 策 

（１）当該ろ紙駆動ローラ軸およびベアリング（上部・下部）を新品に取り替えた。 

 

（２）ろ紙駆動ローラ以外で使用しているベアリング（５箇所計１０個）について、念の

ため、次回定期点検（Ｈ２２年３月～４月実施予定）で取り替える。 

 

（３）定期点検内容に、ろ紙駆動ローラ等のベアリング使用部品がスムーズに回転するこ

との確認およびグリス漏れの有無を確認する手順を追加する。 

（Ｈ２１年１０月２６日改正済み） 

 

なお、ＭＳじんあいモニタについては、平成２３年度中を目処に全面的な取り替

えを計画している。 

 

 

以 上 
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添 付 資 料 

 

 

 添付資料－１ モニタリングステーション じんあいモニタ 概略系統図 

 

添付資料－２ ろ紙駆動ローラ軸 折損状況 
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